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　はじめに
　当院外科において、毎年約17例前後の患者が人工肛
門（以後ストーマとする）を造設している。現在、ス
トーマ造設患者のリハビリテーションの殆どが病棟で
行われており、毎年何らかの形で看護研究もすすめら
れている。
　今日、在院日数の削減により、問題を残したまま退
院するケースが増えており、外来での継続看護が不可
欠となってきている。特に、ストーマ造設患者におい
ては、社会復帰が重要であり、入院中問題なく経過し
たケースでも、退院後問題が発生することが多く、そ
れに対応する場が必要となっている。かねてから、病
棟看護婦だけでなく患者側からも「ストーマ外来」の
設置を望む声がでており、そのニードに応えるたあに、
平成7年7月より、外科外来において「ストーマ外来」
を月1回開設することとなった。開設以後、短期間で
はあるが、その現状と今後の課題について報告する。
1．ストーマ外来の現状
目的：①ストーマ造設及びウロストミー造設患者の増
　　　　加に伴い、用具装着指導の要請があり、外来
　　　　患者サービスに対応する
　　　②ストーマ造設患者のケアの向上と、関連病棟
　　　　との継続看護の充実を図る。
日時：月1回第3金曜日　13：00～16：00
　　　予約制（1日6～9名をめやすに）
運営：外科外来看護婦・泌尿器科看護婦・12東病棟指
　　　導係・保健指導室保健婦の計5名で、ETのア
　　　ドバイスを仰ぎながら実施。病棟との継続看護
　　　がすすむにつれて、16東病棟看護婦も加わって
　　　いる。1名の患者に対し1～2名の看護婦が、
　　　30～60分を目安に指導。受診の際は、在宅療養
　　　指導依頼票を記入する。
2．受診状況
　平成7年7月から12月の取扱い患者は25名で、延べ
人数は42名である。その内訳は、外科27名・泌尿器科
3名・老年科1名である。第1回目は3名の受診であ
ったが、2回目以降7～9名に増え、2～4室を使っ
て同時に患者ケアを行っている。
受診理由としては、退院後のフォロー・トラブル発
生（周囲の発赤、かぶれ、もれ等）・家族指導・パッ
ク選択の為・日常生活の相談（入浴・旅行）等があげ
られる。なかには、問題があっての受診というより、
ただ「診てほしい」という精神的なケアが必要なケー
スもある。
3．取り組みとその内容
　ストーマ外来を充実させるたあに、次の様な取り組
みを行ってきた。
1）ストーマケアの向上
　開設前の話し合いで、現在のスタッフの知識・技術
では、十分な指導ができないのではないかという心配
があった。そこで、指導というより「患者さんと一緒
に勉強させていただく」という立場をとることにした。
指導係・ET等と一緒にケアにあたり、翌日にカンフ
ァレンスで症例発表していった。さらに、その後の様
子を電話・外来受診時に確認しく自分の行ったケアが
どうであったか評価していった。また、院外の勉強会
に参加したり、業者に依頼して商品の説明会をしても
らった。
2）記録用紙の検討
　開設までに、記録用紙を作成できなかったため、当
初は病棟で使用している用紙を用いて、記録していっ
た。しかし、外来ではそぐわない内容もあるため、他
院ストーマ外来の用紙を参考にし、短時間で状態把握
できる用紙にした。　（表1参照）受診時には必ず、ポ
ラロイド写真を写し、用紙に貼布し、誰が見ても分か
るようにした。また、ストーマ患者用のファイルに5G
音順に綴り、次回受診時にすぐ取り出せるようにした。
3）継続看護の充実
　記録用紙のP欄に、次回受診時にケアして欲しいこ
とが記入してあるので、担当者はそれを参照しながら、
ポラロイド写真で前回の状態と比較しながら、継続し
たケアを心掛けている。
　病棟との継続看護では、現在は16東病棟のみである
が、退院前に外科外来に下りてきてもらいケアし、面
識をもったうえでストーマ外来への受診につなげてい
る。（H7年12月現在5事例あり）また、可能であれ
ば、ストーマ外来受診時に、病棟プライマリーナース
と一緒にケアにあたっている。
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4．外科外来の現状
　ストーマ外来開設以後、一般外来時間中にもストー
マケアをする機会が増えた。スタッフ自身が「勉強に
なるから」とお互いに協力し合って、ケアする時間を
つくっている。開設以前の統計がないので、明確な数
値としてその差は出せないが、開設以後H7年12月現
在で18症例延べ44名になる。ケア理由としては、トラ
ブル発生・退院後のフォロー・ストーマ外来後のフォ
ロー等があげられる。それらの患者に対しても記録を
残し、翌日カンファレンスをしている。また必要があ
れば、指導係・ETに相談したり、保健指導室と連携
をとって訪問を依頼したりしている。
　結果
　これらの取り組みにより、次のような結果が得られ
た。
1）勉強会に参加したり、カンファレンスを繰り返す
ことにより、スタッフの知識・技術の向上がみられた。
2）記録用紙を作成したことにより、患者の状態の把
握がしゃすくなり、継続看護もしゃすくなった。
3）患者と退院前に面識をもつことで、信頼関係が築
きやすくなった。
　さらに外科外来においては、次のような効果もあら
われている。
1）一般外来時間及び電話でもフォローをしているの
でトラブルが改善した患者より、感謝の言葉が聞かれ
た。それにより、スタッフも満足感が得られ、ストー
マケアへの意欲が高まった。
2）自分達の行った看護を記録に残していくという意
識づけができた。
　今後の課題
　開設より半年が経過し、外来患者のみでなく、病棟
側からの問い合わせもきている。今後さらにニーズに
応えていくたあに、次の様なことが課題としてあげら
れる。
1）外科・泌尿器科外来及び関連病棟と連携をとり、
レベルの統一をはかる。
　①指導内容、チェックリスト等記録の統一、②病棟
との継続看護の充実、③定期カンファレンスの導入、
など行い、入院から手術前後、そして退院後へと、一
貫したストーマケアがなされるようにしたい。
2）定期勉強会による知識・技術の向上
　多種多様な問題を解決していくためには、幅広い知
識・技術が必要となってくる。特に、自分の所属科に
かかわらず、ストーマケア全般に対して学んでいく姿
勢が大切になってくる。
3）システムの整備
　受診患者の増加に伴い、1日のストーマ外来では、
対応しきれなくなっている。しかし、その受診理由を
みたときに、必ずしも指導係・ET等のアドバイスが
必要でないケースもある。現在、ストーマ外来の手順
を明文化したものがなく、予約も希望に合わせてとっ
てしまっている。より円滑な運営をしていくためにも、
今までの経過をもとに、早急に手順を作成しなければ
ならない。
　これら課題は大きいが、前向きに努力していきたい。
　おわりに
　今回、「ストーマ外来」の現状を中心にまとあた。
回を重ねる毎に、より高度な内容を要求され、負担も
大きくなってくるが、その分、やりがいと満足感も十
分得られてくると思う。
　今後は、看護婦の意識、患者の反応なども調査しな
がら「ストーマ外来」をすすめていきたい。
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